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❶
日
常
生
活
の
観
光
対
象
化

　

R
yan

（1998

）
は
、
観
光
客
の
旅
行
経
験

が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
旅
行
目
的
は
多
様

化
さ
れ
変
化
し
、
旅
行
キ
ャ
リ
ア
が
高
け
れ

ば
高
い
ほ
ど
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
文
化

を
理
解
し
て
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
自
己
啓
発
の
動
機
が
高
ま
る
と
指
摘
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
最
近
、
現
地
の
人
々
の
よ

う
に
、
地
域
の
日
常
生
活
を
経
験
し
よ
う
と

す
る
観
光
客
の
増
加
に
よ
り
、
観
光
資
源
・

対
象
の
範
囲
が
既
存
の
自
然
景
観
、
歴
史
遺

跡
か
ら
住
居
地
域
、
グ
ル
メ
、
〇
〇
通
り
な

ど
に
拡
張
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
観
光
、
余
暇
、
文

化
、エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
、消
費
、教
育
、

住
居
な
ど
の
境
界
が
曖
昧
と
な
っ
て
い
る
。

　

W
orld

 T
ravel M

on
itor

に
よ
る
と
、

２
０
０
７
年
か
ら
２
０
１
４
年
の
間
に
‘
都

市
観
光
’
は
82
％
増
と
指
摘
し
、
都
市
観
光

の
特
徴
と
し
て
、
観
光
目
的
の
多
様
化
、
都

市
の
多
様
な
機
能
を
観
光
資
源
と
共
有
、
観

光
客
の
空
間
と
地
域
住
民
の
空
間
と
の
境
界

の
曖
昧
さ
、
地
域
の
中
心
地
と
し
て
文
化
的

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
持
続
的
な
変
化
が
挙

げ
ら
れ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
観
光
者
側
の
観
光
形
態
や

観
光
対
象
の
変
化
と
、
居
住
地
域
の
観
光
地

化
に
よ
っ
て
地
域
活
性
化
を
図
ろ
う
と
す
る

動
き
と
相
ま
っ
て
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

に
お
け
る
日
常
生
活
の
体
験
は
現
在
の
旅
行

ト
レ
ン
ド
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
旅
行
ト
レ
ン
ド
は
、
訪
問
地
域
な
ら
で
は

の
魅
力
を
開
発
し
訪
問
客
か
ら
収
益
を
創
出

す
る
効
果
が
期
待
で
き
る
反
面
、
地
域
住
民

の
定
住
権
の
侵
害
に
よ
る
訪
問
客
と
地
域
住

民
間
の
葛
藤
の
要
因
に
な
る
な
ど
否
定
的
な

面
も
少
な
く
な
い
。

❷
ツ
ー
リ
ス
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（Touristification

）の
概
念
及
び
現
象

　

２
０
０
０
年
以
降
、
都
市
観
光
の
進
展
に

伴
い
、
都
市
の
変
化
を
あ
ら
わ
す
新
た
な
概

念
と
し
てTou

rism
 G

entrification

が
注

目
さ
れ
、
そ
れ
は
「
観
光
ト
レ
ン
ド
の
変
化
、

観
光
政
策
、
観
光
客
な
ど
の
原
因
に
よ
り
、

町
の
本
来
の
機
能
及
び
構
造
が
変
化
し
て
い

く
過
程
」
と
定
義
さ
れ
る
（P

ark, 2016

）。

G
entrification

と
は
、
外
部
か
ら
の
人
々

の
流
入
に
よ
る
、
賃
貸
料
な
ど
の
上
昇
に
伴

い
、
既
存
の
住
民
が
移
住
せ
ざ
る
を
得
な
い

現
象
を
意
味
す
る
（G

lass, R
., 196

4

）。

　

ツ
ー
リ
ス
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、

観
光
地
化
を
意
味
す
る‘

Tou
rstify’

と

‘
G

entrification’

の
合
成
語
で
あ
り
、
地

域
の
観
光
が
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

既
存
の
居
住
民
を
対
象
と
し
た
近
隣
生
活
施

設
が
観
光
客
を
対
象
と
す
る
商
業
施
設
に

替
わ
ら
れ
、
急
騰
す
る
賃
貸
料
な
ど
の
影
響

に
よ
り
既
存
の
居
住
民
が
移
住
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
を
複
合
的
に
説
明
す
る
用
語
で
あ

る
。
１
９
９
８
年
にJansen-V

erbeke

が

初
め
て
こ
の
用
語
を
使
い
、
最
近
は
あ
る
地

域
に
お
い
て
観
光
資
本
に
よ
る
商
業
的
観
光

地
化
へ
と
変
貌
す
る
中
で
、
地
域
住
民
が
移

住
す
る
現
象
や
そ
の
原
因
を
あ
ら
わ
す
用
語

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
住
居
地
域

に
お
け
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
起
因
す

る
住
居
生
活
権
の
侵
害
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

侵
害
、
住
民
と
観
光
客
と
の
葛
藤
を
代
弁
す

る
用
語
と
な
っ
て
い
る
。

２ 

北
村
韓
屋
村
の
概
要

❶
地
域
的
特
性

　

北
村
は
、
行
政
区
域
と
し
て
は
ソ
ウ
ル
特

別
市
鍾
路
（
ゾ
ン
ノ
）
区
の
嘉
会
洞
（
カ
ヘ

ド
ン
）
と
三
清
洞
（
サ
ム
チ
ョ
ン
ド
ン
）
を
指

し
、
総
面
積
は
１
１
２
万
８
３
２
７
・
７
㎡
で

あ
る
。
景
福
宮
（
キ
ョ
ン
ボ
ク
グ
ン
）
と
昌
德

宮
（
チ
ャ
ン
ド
ク
グ
ン
）、
宗
廟
（
ゾ
ン
ミ
ョ
）

の
間
に
位
置
し
、
風
水
地
理
的
に
も
良
好
な

環
境
と
知
ら
れ
て
高
級
官
僚
た
ち
の
住
居
地

と
な
っ
た
。
１
９
０
６
年
の
戸
籍
資
料
を
み

る
と
、
北
村
全
体
の
１
９
３
２
軒
の
内
、
両

藩
や
官
僚
の
割
合
が
44
％
と
記
録
さ
れ
て
い

居
住
地
で
の
観
光
を

許
容
制
限
す
る
対
応

特
集
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光
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年度 事業名 事業内容
2000 ソウル都心部管理基本計画 北村地域の歴史性の保存及び住居環境の整備提案
2000 町単位都市計画の基本方向 北村の環境整備方向性の提示
2001 北村まちづくり基本計画 都市計画的側面からの北村まちづくりの枠組みの構築
2004 ソウル都心部発展計画 北村まちづくりの持続的推進の強調
2005 北村まちづくり中間評価研究 韓屋保存事業の診断及び今後の改善点の評価
2006 北村長期発展構想 北村地区単位計画の樹立の提案
2010 北村地区単位計画の樹立 長期的側面に基づき一貫性のある計画的な管理対策の構築

2016～2017 北村地区単位計画の再整備 既存の整備計画の問題点の補完及び定住環境の改善方案の導出

た
。
ま
た
、
三
清
洞
周
辺
に
は
、
数
多
く
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
グ
ル
メ
、特
色
の
あ
る
カ
フ
ェ

が
で
き
て
か
ら
訪
問
者
が
急
増
し
た
。

　

ソ
ウ
ル
市
も
２
０
０
０
年
ソ
ウ
ル
都
心
部

管
理
基
本
計
画
を
皮
切
り
に
、
２
０
０
１
年

北
村
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
に
よ
っ
て
北
村

ま
ち
づ
く
り
事
業
の
枠
組
み
を
構
築
し
、
現

在
歴
史
文
化
美
観
地
区
と
し
て
北
村
地
区

単
位
計
画
を
再
整
備
し
て
い
る
。

❷
北
村
の
観
光
動
向

　

北
村
に
は
、
史
跡
５
カ
所
、
ソ
ウ
ル
市
民

俗
資
料
４
カ
所
、
有
形
文
化
財
３
カ
所
、
文

化
財
資
料
１
カ
所
な
ど
の
歴
史
文
化
遺
産
や

朝
鮮
時
代
か
ら
形
成
さ
れ
た
古
道
や
街
並
み

な
ど
の
歴
史
遺
跡
が
残
っ
て
お
り
、
観
光
資

源
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

２
０
０
２
年
10
月
、
北
村
の
伝
統
文
化
を

共
有
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
た
め

に
北
村
文
化
セ
ン
タ
ー
を
開
館
し
、
ソ
ウ
ル

徒
歩
解
説
観
光
コ
ー
ス
と
し
て
北
村
韓
屋

村
コ
ー
ス
が
で
き
、
国
内
か
ら
の
旅
行
者
の

み
な
ら
ず
外
国
人
観
光
客
も
多
く
訪
れ
る

場
所
と
な
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
６
年
の
外
来
観
光
客
の
実
態
調
査

（
文
化
体
育
観
光
部
）
に
よ
る
と
、
訪
韓
外
国

人
観
光
客
の
北
村
訪
問
率
は
、
２
０
１
２
年

９
・
１
％
か
ら
持
続
的
に
増
加
し
、
２
０
１
７

る
。
そ
の
後
、
１
９
３
０
年
代
に
地
方
か
ら
上

京
し
た
人
々
の
住
宅
難
を
解
消
す
る
た
め
に

集
団
居
住
地
と
し
て
開
発
さ
れ
、
中
小
規
模

の
韓
屋
地
区
が
建
設
さ
れ
一
般
の
人
々
に
分

譲
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
す
べ
て
の
家

屋
が
韓
屋
で
あ
っ
た
１
９
６
０
年
代
に
比
べ
、

１
９
９
０
年
代
以
降
急
増
し
た
ア
パ
ー
ト
の

よ
う
な
多
世
代
住
宅
の
普
及
に
よ
り
数
多
く

の
韓
屋
が
な
く
な
っ
た
が
、一
部
地
域
に
は

良
好
な
状
態
で
残
っ
て
い
る（
写
真
１
）。

　

２
０
０
２
年
北
村
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
展

開
と
と
も
に
、
嘉
会
洞
周
辺
の
老
朽
化
し
た

韓
屋
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、ド
ラ
マ
、映
画
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
な
ど
で
紹
介
さ
れ
る
な

ど
メ
デ
ィ
ア
の
露
出
に
よ
り
、
有
名
に
な
っ

表●北村韓屋村に関わる地域管理基本計画の一覧1

出典：ソウル市

年
に
は
16
・
９
％
と
な
っ
た
。
ま
た
、
平
日
平

均
訪
問
客
数
は
３
万
７
１
０
０
人
、
週
末
平

均
訪
問
客
数
は
５
万
４
２
０
０
人
で
あ
り
、

平
日
よ
り
週
末
の
方
が
約
１
・
46
倍
多
く
集

計
さ
れ
た
（
鐘
路
区
庁
、
２
０
１
７
）。

❶
地
域
住
民
の
住
居
環
境
へ
の
影
響

　

北
村
韓
屋
村
の
地
域
住
民
は
、
訪
問
客
に

よ
る
騒
音
、
ゴ
ミ
の
増
加
な
ど
に
よ
っ
て
日

常
生
活
に
支
障
が
発
生
し
て
い
る
と
訴
え
て

い
る（
写
真
２
、３
）。
特
に
、
団
体
観
光
客
を

乗
せ
た
観
光
バ
ス
の
不
法
駐
車
・
停
車
に
よ

る
交
通
混
雑
が
一
番
の
不
満
事
項
と
し
て
挙

げ
ら
れ
た
。

　

地
域
住
民
は
、
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
を

断
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
認
識
し
て
お
り
、

観
光
客
に
よ
る
悪
影
響
を
最
小
化
で
き
る
よ

う
に
、
北
村
を
訪
れ
る
前
に
北
村
に
対
す
る

理
解
と
基
本
的
な
マ
ナ
ー
が
守
ら
れ
る
よ
う

に
訪
問
前
の
事
前
教
育
の
必
要
性
を
主
張
し

て
い
る
。
ま
た
、
団
体
観
光
客
を
引
率
す
る

観
光
ガ
イ
ド
に
対
す
る
教
育
や
団
体
観
光
客

の
抑
制
方
法
と
し
て
入
場
料
の
徴
収
な
ど
の

対
策
を
求
め
る
声
も
多
い
。

写真1　嘉会洞からの風景（2006）
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年度 訪韓外国人観光客数（人） 北村韓屋村の訪問客数（人） 訪問比率
2012 11,140,028 1,013,742   9.1％
2013 12,175,550 1,314,959 10.8％
2014 14,201,513 2,172,831 15.3％
2015 13,231,651 1,799,504 13.6％
2016 17,241,823 3,465,606 20.1％
2017 13,335,758 2,253,743 16.9％

表●北村韓屋村の外来訪問客数の推移2

出典：鐘路区庁ホームページ

出典：文化体育観光部（2017）

図●北村韓屋村のMAP1
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区分 世帯数 人口数 転入 転出
2014 3,747 8,482 994 1,313
2015 3,602 8,135 882 1,236
2016 3,534 7,898 912 1,199

表●北村韓屋村の人口及び転出入の推移3

出典：ソウル市統計

写真2　居住地への観光客の来訪状況（2018） 写真3　観光客に対するマナー啓発（2018）

区分 公示地価の増加率（％） ソウル市の平均（％） 全国の平均（％）
2015 10.4 4.47 4.63
2016   7.8 4.08 5.08
2017 12.4 5.26 5.34

表●北村韓屋村の公示地価の推移4

出典：国土交通部（2017）

❷
居
住
地
域
の
観
光
地
化
に
よ
る
変
化

　

観
光
地
化
に
よ
る
韓
屋
村
の
変
化
と
し

て
、
開
発
に
よ
る
利
益
配
分
に
対
す
る
利
害

関
係
者
間
の
葛
藤
も
見
ら
れ
る
。
地
域
住
民

の
中
で
も
、
住
宅
や
商
業
ビ
ル
の
所
有
者
と

賃
貸
者
の
間
で
も
そ
れ
ぞ
れ
求
め
て
い
る
こ

と
が
異
な
る
。
最
近
不
動
産
価
格
の
上
昇
に

よ
る
賃
貸
料
が
急
騰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地

域
住
民
の
転
出
入
が
激
し
く
、
住
民
の
た
め

の
利
便
施
設
で
は
な
く
、
観
光
客
の
た
め
の

商
業
施
設
へ
の
変
化
に
よ
り
生
活
物
価
の

上
昇
や
遠
方
へ
の
買
物
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
。

❸
行
政
の
政
策
に
対
す
る
認
識
の
差
異

　

地
域
住
民
の
意
思
と
は
関
係
な
く
進
め
ら

れ
た
地
域
の
観
光
地
化
に
よ
っ
て
、
地
域
住

民
は
日
常
生
活
に
様
々
な
不
便
を
抱
え
て
い

る
も
の
の
、
行
政
の
政
策
は
観
光
客
中
心
に

な
っ
て
い
る
こ
と
に
不
満
の
声
が
高
ま
っ
て

い
る
。
例
え
ば
、
交
通
混
雑
を
解
消
す
る
た

め
の
公
共
駐
車
場
の
建
設
、
公
衆
ト
イ
レ
の

拡
充
な
ど
の
事
業
に
予
算
を
浪
費
す
る
よ
り

は
、
既
存
の
公
共
施
設
を
活
用
す
る
な
ど
、

消
費
対
象
と
し
て
の
北
村
で
は
な
く
、
品
格

の
あ
る
北
村
観
光
の
あ
り
方
や
持
続
可
能
な

地
域
住
民
と
の
共
生
・
共
存
が
検
討
で
き
る

よ
う
な
政
策
の
推
進
を
求
め
て
い
る
。

４ 

ま
と
め

　

現
在
、
世
界
各
地
は
観
光
に
対
す
る
既
存

の
肯
定
的
認
識
を
維
持
し
な
が
ら
、
地
域
の

持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
た
め
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
死
闘
し
て
い
る
。
国
際
観
光

の
最
近
の
潮
流
を
み
る
と
、
今
は
我
々
が
慣

習
的
に
認
識
し
て
い
る
観
光
に
よ
る
経
済
的

効
果
や
地
域
活
性
化
の
手
段
と
し
て
の
観
光

と
い
っ
た
固
定
概
念
を
一
度
疑
う
必
要
が
あ

る
か
も
知
れ
な
い
。
特
に
、
観
光
は
、
観
光
が

持
つ
‘
自
己
破
壊
性
’
に
よ
っ
て
長
期
的
に

は
地
域
に
多
く
の
犠
牲
を
求
め
る
こ
と
も
あ

り
う
る
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ

ま
り
、
地
域
活
性
化
の
手
段
と
し
て
観
光
に

対
す
る
無
条
件
的
支
持
で
は
な
く
、
実
際
的

か
つ
合
理
的
に
観
光
を
認
識
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

　

観
光
成
長
と
開
発
が
観
光
地
に
与
え
る
影

響
に
関
連
し
て
‘
ス
ノ
ー
ボ
ー
ル
効
果
’
と

い
う
用
語
が
あ
る
。
ス
ノ
ー
ボ
ー
ル
効
果
と

は
、坂
か
ら
あ
る
要
因
に
よ
り
小
さ
な
ス
ノ
ー

ボ
ー
ル
が
発
生
し
て
転
が
り
な
が
ら
次
第
に

大
き
く
な
り
最
後
に
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で

き
な
い
大
き
さ
に
な
っ
て
坂
を
転
が
り
落
ち

る
こ
と
を
指
す
。
こ
れ
を
観
光
地
の
成
長
に

比
喩
す
る
と
、
自
然
や
歴
史
文
化
的
資
源
が

優
れ
た
地
域
に
そ
の
魅
力
に
よ
っ
て
観
光
地
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図●スノーボール効果2

出典：Page, S.J.（2011）, p.342

（注）	第9条2（特別管理地域の指定など）①市長は多
数の観光客が訪問する住居地域の住民の平穏な
生活環境を維持するため、区庁長の申請、または
必要な場合、市長が直接次に掲げる事項に該当す
る地域を特別管理地域として指定することができ
る。1．観光客によって地域住民の平穏な生活に影
響が生じる、または生じる恐れのあり、管理する必
要があると判断される地域、2．観光客による地域
住民の苦情が集団的に発生する地域（詳細は、次
のURLを参照すること。http://www.law.go.kr/
ordinInfoP.do?ordinSeq=1342109）

＜参考資料＞
Glass, R.（1964）. London: Aspects of Change. London, MacGibbon & Kee.
Jansen-Verbeke, M.（1998）. Tourismification of Historical Cities. Annals of Tourism Research. 25（3）, 739-742.
Page, S.J.（2011）. Tourism Management: An Introduction 4th Edition, Butterworth-Heinemann.
Ryan, C.（1998）. The travel career ladder: An appraisal. Annals of Tourism Research. 25（1）, 936-957.
韓国観光公社（2017）：『外来観光客実態調査2016』
鐘路区庁（2017）：『2017ビッグデータを活用した鐘路区の観光統計分析』
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化
さ
れ
、
行
政
の
介
入
や
民
間
の
投
資
が
相

乗
作
用
に
よ
る
経
済
的
便
益
の
極
大
化
が

追
求
さ
れ
、
地
域
に
お
け
る
観
光
と
い
う
ス

ノ
ー
ボ
ー
ル
が
益
々
大
き
く
な
り
、
民
間
も

行
政
も
統
制
で
き
な
い
規
模
と
な
る
こ
と
を

意
味
す
る
。

　

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
観
光
地
に
お

け
る
問
題
と
し
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
、
ス

ノ
ー
ボ
ー
ル
効
果
的
な
視
点
か
ら
み
る
と
、

概
ね
観
光
地
が
収
容
で
き
る
物
理
的
、
社
会

的
容
量
、即
ち
収
容
能
力
の
限
界
を
超
過
し
、

観
光
を
地
域
が
統
制
で
き
る
状
態
か
ら
離
れ

て
い
る
信
号
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ

て
、
観
光
地
は
、
そ
の
魅
力
を
最
大
化
し
観

光
に
よ
っ
て
発
生
す
る
便
益
が
費
用
よ
り
少

し
で
も
高
く
地
域
が
観
光
を
統
制
で
き
る
規

模
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ソ
ウ
ル
市
も
ソ
ウ
ル
市
観
光
条
例
の
改
定

（
注
）（2018.1.4

）
や
訪
問
時
間
の
制
限
、
団

体
観
光
客
の
訪
問
時
の
ガ
イ
ド
同
行
案
内
シ

ス
テ
ム
の
構
築
、
観
光
バ
ス
の
不
法
駐
停
車

の
取
締
り
の
強
化
、
ゴ
ミ
収
去
の
拡
大
、
公

衆
ト
イ
レ
の
拡
大
、
観
光
客
の
禁
止
行
為
案

内
版
の
設
置
、
観
光
ガ
イ
ド
対
象
の
事
前
教

育
、
住
民
主
導
管
理
者
の
育
成
な
ど
の
北
村

韓
屋
村
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
対
策
を

発
表
し
た
（2018.6.14

）
が
、
大
事
な
こ
と

は
、
も
ぐ
ら
叩
き
の
よ
う
な
処
方
箋
で
は
な

く
、
地
域
住
民
を
含
む
利
害
関
係
者
間
の
十

分
な
議
論
を
通
じ
て
の
方
向
性
や
対
策
を
決

め
る
プ
ロ
セ
ス
の
重
要
性
を
看
過
し
て
は
な

ら
な
い
。

（
き
む　

じ
ん
ま
ん
）
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　韓国ソウル市では、2016年よりUNWTOの後援のもと、2018年は第7

回UNWTO世界都市観光総会と合わせて「ソウル公正観光国際フォーラ

ム（Seoul International Fair＆Sustainable Tourism Forum）」（ソ

ウル市主催、ソウル観光財団主管）を開催している。

　近年「オーバーツーリズム」が世界的に問題視される中、公正観光（注）
と観光開発の重要性について、中長期的に実効性のある政策の樹立及び

その実践を目指し、2016年は「誰もが幸せな観光：大都市と公正観光、大

都市と村旅行」、2017年は「都市観光：公正かつ持続可能な都市の議題」、

2018年は「誰もが幸せな観光：未来公正観光」をテーマに開催した。

　2016年のフォーラムでは、2017年、国連が定めた「持続可能な観光国

際年」を迎えるにあたり、11項目から構成される「ソウル公正観光宣言（서

울 공정관광 선언문）」（左表を参照）を発表している。地域におけるより積

極的な管理や総合的アプローチなど同種の指摘は我が国でもなされてい

るが、我が国の「オーバーツーリズム」の論調と大きく異なるのは、「オーバー

ツーリズム」の発生している地区を抱えるソウル市自身が、宣言7において、

自
・

ら
・

も
・

旅
・

行
・

者
・

であることを認識し、訪れた先の自然と文化の環境を尊
・

重
・

す
・

る
・

責
・

任
・

を持たなければならないと、（旅行者と自身を切り離して他者に求め

るだけでなく）自らも含めて問うている点だろう。

　こうした視点の宣言がどの程度浸透しているか、していくかは今後になら

ないとわからないが、各地域の問題や課題を伝え警鐘を鳴らす・批判する、

地域での対応策を紹介する、地域の目線を全国に拡大・俯瞰して対応方

策を模索するだけではない議論が我が国にも必要だろう。同フォーラムに

おいては、「公正観光」をその名称に用いていることが重要なポイントであり、

目指すべき方向性を関係者に明示していると捉えることもできる。

　我が国では、「オーバーツーリズム」や「観光公害」というマイナスイメージ

を伴う情報発信が多くを占めるが、これをきっかけに観光・旅行がどう変わ

ろうとしているのか、どのように変えるべきなのか、どのような「観光社会」を

形成すべきなのか、がより見える形で議論がなされていくことを期待したい。

「
公
正
観
光
」に
向
け
て
取
り
組
む

 
韓
国
ソ
ウ
ル
か
ら
学
ぶ

（注）	「公正観光（Fair Travel）」という用語は、韓国において、大量の観光形態が観光地に及
ぼすマイナスの影響に対する批判の中で、近年議論され始めたものであり、その概念・定
義は幾つか確認されるが、本号は、北村を事例として扱っていることから、ソウル市鐘路
区庁が行った「住宅地の観光名所の住民被害実態調査（주거지역 관광명소 주민피해 

실태조사）」（2017.10）報告書の41-42ページを参照することをお勧めする。

観
光
地
域
研
究
部
　
主
任
研
究
員　

後
藤 

健
太
郎
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1

公正観光は現在だけでなく、将来の世代の平等を考慮するべきである。現世代の利害関係者だけではなく、将来の世
代の利害関係者にも公平となるよう、私たちの子孫の分け前－自然、環境、社会的資源と文化遺産を守っていけるよう、
観光産業をリードしなければならないだろう。2017年、私たちは、国連が定めた持続可能な観光年を迎える。持続可
能な生活が無いなら、持続可能な観光は存在できない。持続可能な生活と持続可能な観光は不可分の関係にあること
を世界中の観光の現場で確認することができる。

2

2015年に韓国を訪れた観光客の数は1,300万人を記録しており、このうち78.7％に達する1,000万人の観光客が首都
ソウルを訪れている。大都市（Megacity）は、多くの国で観光の中心軸を成しており、都市の主人である住民、都市を
訪れる観光客の両方の幸せな観光が行われているかどうかについて、より多くの注意が必要である。ソウル市は、観光
の利点が地域住民にも共有されるべきであり、住みよいところが観光にもよいところであるという認識を共有する。

3

「2016ソウル公正観光国際フォーラム」は、公正観光と観光開発の重要性について、単に問題を提起し、認識の変化を
促すことに留まらず、中長期的に実効性のある政策を樹立して実践していくことを目指して開催となった。すべての種類
の観光は、より公平になること、住民とその文化と環境にも利点が戻るようにするとともに、観光客もより意味のある
思い出に値する経験をすることができる。

4

観光客の急激な増加とこれによる地域社会と市のインフラと環境への負担が増加している現時点では、ソウル市は
2016年を観光革新元年として、「2016ソウル公正観光国際フォーラム」を通じて、市の観光政策が公正であること、さ
らには公共性を十分に政策に盛り込んでいるのか、変化する観光欲求に対応した主要な観光政策を公正性と公共性と
いう価値に基づいて入れようと努力しているかどうかを検討した。

5

ソウル市は、都市の観光政策をさらに積極的に管理しなければならない変曲点に立っている。これは観光担当部署だ
けでなく都市計画、建築物管理、交通、環境、および都市廃棄物管理などの市の統合的なアプローチを必要とする。ソ
ウル市でこのような統合的なアプローチが行われたとき、観光が住民共同体と環境を損なうことなく、本当に効果のあ
る利益をもたらすことができる方向に操作することができるだろう。市政府は都市住民が、自分の生活の基盤で隣人と
生活を営むことができるように保護する義務を持つ。

6

団地開発と成長のための観光政策ではなく、「持続可能な生活のための観光」はどのような政策と努力を通じて行われ
るべきか、都市の主人である住民、また都市を訪れる観光客に公平な観光と持続可能な開発が具体的にどのように行
われるか、これらの目標を実現することができるように、政策当局と学界、市民社会と専門家などが、それぞれの領域
でなければならない実践的課題が何なのか、新たな道と方法を模索して「ソウル公正観光宣言」に込め、ソウルをはじ
めとするアジアの大都市、さらに全世界の都市観光の新たなマイルストーンを提示しようとする。

7

私たちは皆、周辺地域、国内、そして海外を旅行する旅行者である。旅を通して新しい文化や環境を共有し、私たち自
身の生活の中だけでなく、場合によっては訪れた先の住民の生活の質を高めることもある。公正観光の中核的価値は
尊重である。他の人の生活の基盤を旅する観光客として、私たちは、住民の生活と、そこの自然および文化環境を尊重
する責任を持たなければならない。また、自分の生活の基盤で行われる観光の地域住民も重要な声を出すことができ
るようにしなければならない。観光客の消費が地域住民の生活を不快にしたり、現地の自然や文化を毀損することにな
る場合には、これらの観光は公平でないため、歓迎されることもない。

8

2017年は国連が定めた「持続可能な観光開発年」である。ソウル市は、住民がより住み良い場所を作るのに観光を活
用することで、持続可能な都市開発に観光が貢献するようにしようとする。これらの目標を達成するためには、都市の
政治家、政府関係者、観光業界では、地域共同体と市民社会の両方の活発な参加が求められる。政策関係者は、すべ
ての形態の観光が公正とできるようにする方針を模索し実行する必要がある。そのためには、自分が住んでいる町や近
隣で観光政策が策定され適用されるかどうか、その企画段階から意思決定、実行、監視に至る全過程に地域住民の参
加が必要である。自分の人生のどの部分までを、観光客と一緒に分かち合うのかを決定するべきである。また、単に量
的な側面から観光客の数が増えることだけに重点を置くのではなく、観光による雇用創出と持続可能な開発から都市
が何を得ることができるかを悩まなければならない。

9

観光業界は、住民や観光客を結び付け、文化と経済交流を促進する重要な役割をする。観光業界は、住民や観光客が
相互の生活や文化を尊重する中、より多くの交流が促進されることができるよう、公正かつ創造的な公正観光モデルを
開発しなければならない。これに関連し、観光業界は守るべき観光価値をチェックして、変化に対応した様々な代替観
光商品を開発しなければならない。

10
公正観光と持続可能な観光開発が大都市の中心部から徐々に中小都市に拡散することができるように必要な観光政
策を策定し、実践戦略を講じなければならない。これに関連して市の観光の現場、都市で活動する地域の専門家、業界、
学術、政策関係者が相互の経験を共有し、協力しなければならない。

11

公正観光と持続可能な観光開発のパラダイムがアジアの大都市との都市間連携を介して拡散することができるように、
各国の大都市の関係者が先頭に立って都市間の協力を図るべきである。公正観光と持続可能な観光開発は、観光を抑
制するのではなく、住民や観光客、観光業界間が相互尊重と協力を行い、豊かな生活の価値を実現しようとするもの
であることを宣言する。

表 ソウル公正観光宣言の内容

出典：「ソウル公正観光宣言」（http://www.seoulfairtourismforum.net/down/Seoul%20Declaration_FINAL.pdf）より翻訳
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